
プリオン病サーベイランスデータの管理・運用

解 説

1. プリオン病に対する医薬品等の開発に向けて、エンドポイントと予後と関
連する指標の探索は急務である。とりわけ、これらの指標の探索に際し
ては、病初期からの悉皆情報の解析が不可欠である。

2. 本研究では、遺伝性プリオン病 41例を用いて、無動無言をエンドポイン
トに設定し、予後因子の検証を行った。この中で、視覚症状が予後因子

として有意に予後を左右することが認められた。
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遺伝性プリオン病解析結果 遺伝性プリオン病

無動無言をアウトカムとして視覚症状
の有無により予後を比較
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